「環境村塾」「文学の中の環境を考える会」が提案する環境教育企画―第１弾、

苦しみながら大自然の仕組みを学ぶ

――――「幸田文“崩れ”」を辿る旅――――

　　　　　　　　　あなたは今日から文学者にして科学者

　はじめに

　

幸田文は７２歳にして初めて目にした大谷崩れから、崩壊の持つ形容し難い“物凄さ”に挑戦を始め、ものに取り付かれたように“崩れ”の現場に足を運んだ。

都会育ちで、荒々しい自然と関わらずに生活でき、残された生をまっとうできる境遇にありながら、敢えて困難に立ち向かったのは何故なのだろうか。その答えは“崩れ”の中にあるような気がする。幸田文さんが観たと同じ風景をあなたも“崩れの源頭”に立って見ませんか？　　それはあなた自身の再発見の旅にもなることでしょう。

参加資格･･･原則的には女性

ツアーコース････①稗田山（姫川、浦川）、②鳶山（立山、常願寺川）③雲仙

　　　（島原、水なし川）などシリーズ　近くでは富士、大沢崩れ

協力･･･国交省地方整備局、日本アルパインツアー㈱など

ツアー内容･･･宿での崩壊に関する勉強会、現地砂防工事事務所訪問（土石流、　

　　　崩壊などのビデオなどの説明）、アルパインツアー社（自然保護、環境問題に熱心）企画の具体化、崩壊地の歩き方、事故回避の方法など、保険などツアー旅行のノウハウが豊富）。

　　　　ツアー終了後、参加者の感想、随筆、短歌、俳句、詩、写真、独り

　　　言、スケッチ、環境村塾のメッセージ、崩壊資料などを集めて本にして参加者に配布（１サイクル完）･･･――･･･この中から女性環境保護運動の闘士が生まれるかも、

　最近の女性は荒野をめざすのがトレンドとか

　最近は政治の世界においては「民意」を無視できなくなっている。「民意」

に日本の人口の大部分を占める都市の人たちの意識が与える影響は無視でき

ない。環境問題にしてもしかりである。最初、幸田文が「静岡県安倍川上流

には、ゆっくりとくつろげる梅が島温泉がある。」とだけしか想いが至らなか　

ったように、いま都市の人たちは地方には美しい自然が溢れていると考えて　　

いるような感じがする。

そうではなく、「破壊と創造、美と醜、富と貧、危険と安全、快と不快、あ

　い反するものが同居しているのが自然ではないか、と想いが及ぶことは決して無駄にはならないだろう。

　　この企画を都市における環境教育の一つとする。このツアーは今まで一般の人たちが立ち入らなかった場所へのツアーである。幸い、行政側も防災事業の啓蒙などで協力してくれるのではないかと考える。

最近は旅行業者によって数多くのツアー旅行が計画されている。国内外のトレッキングツアーが大流行であるが、これに負けないような企画で対抗すれば、必ず実現できると考える。（２００３．８．２２。佐々木）

１､企画、

２、協力組織あるいは共同組織との折衝

３、ツアー引率者の訓練､勉強、(植物､動物（鳥、昆虫など）地質、地形)

４、パソコンによる本の作成者あるいは印刷会社の支援

５、活動費（旅費､資料作成等）の調達（補助費の申請など）

６、ツアー､見学会の広報、都、区報への掲載、旅行会社カタログへの掲載

　　　ホームページ、他のNPOとの提携

７､その他　　

「環境村塾」「文学の中の環境を考える会」が提案する環境教育企画―第２弾

「富士・大沢崩れ」見学会

　富士・大沢崩れの砂防工事は、一般的には、大沢崩れの崩壊を止める工事という印象がある。そこから、「崩壊は自然現象であるから、富士山がえぐられていっても仕方が無いのではないか。」「今の富士の姿を守るために、莫大な費用をかけるのは無駄使いではないか。」などの意見が出てきている。それが事実なら確かにそうである。

　幸か不幸か、実際には現在の最高技術を以ってしても崩壊を止めることは不可能である。

　実際の砂防工事は大沢で発生する土石流から下流域の住民の生命や財産を守るのが目的である。

　そう言う意味で、情報が歪曲されて伝わる状況は、行政、一般市民双方にとって不幸なことである。情報は正しく伝えられ、その上で市民が自己の責任において判断する。そのようなシステムが大切になる。

　富士・大沢崩れは、環境，自然保護、荒廃、住民の生活、開発、情報など多くの環境に関連するキーワードを集中的に抱えている。東京からは近距離にあり、環境について学ぶフィールドとしては最適である。

　

見学会………この見学会は出来るだけ多く組織する。一人でも多くの人たちに参加してもらうことが目的となる。市民がお金を出してでも行ってみたい、と思わせるには魅力的な企画と広報にかかっている。

　一度の見学会での適正参加者数は１０人から２０人、１年に１０回の見学会を実施して１５０人程度、３年間で約５００人程度の参加者を見込む。

企画など……環境教育―第１弾と同じ

